
2040年を見据えた

上野南部地域の未来と地域づくりを考え
る
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第５次 伊賀市地域福祉活動計画の策定

提案 地域まちづくり計画地域まちづくり計画

住民自治協議会が抱える
地域課題の解決を図るた
め、住民自らが取り組む
内容や方針の実践計画

地域福祉活動計画地域福祉活動計画

市地域福祉計画の方向性
に基づいた、地域福祉の
活動・支援の実践計画

地域福祉計画地域福祉計画

市の社会福祉にかかる計
画の横断的・包括的な計
画で、地域共生社会の実
現に向けた、施策計画

ニーズの
抽出･

意見反映

連携

相 互 循 環

地域福祉ネット

ワーク会議
地域福祉課題の解決

に向け検討する場とし

て、住民自治協議会を

単位に構成する会議で

す。

地域福祉活動計画
地域の住民や団体、社会福祉協

議会などが協力して、地域の課題

を明らかにし、住民主体で支え合

いや助け合いの活動を進める指針

となる行動計画です。

市が策定する「伊賀市地域福祉

計画」と連動して策定します。
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2040年
日本では人口の約35％が高齢者に

生産年齢人口の減少
→ 社会保障制度や地域の支え手の不足

単身・高齢世帯の急増
→ 地域とのつながりが希薄に

2040年問題とは？
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伊賀市の人口推移

（15年前と現在の人口・高齢化率比較）   
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上野南部地区の人口推移（15年前と現在の人口・高齢化率比
較）   

１５年後

２０１０年 人口 高齢化率

上野南部 4,197 34.10%

茅町 331 23.30%

池町 202 46.00%

恵美須町 210 39.00%

桑町 1,182 33.20%

東日南町 107 26.20%

西日南町 145 41.40%

愛宕町 485 41.60%

鉄砲町 310 28.10%

万町 283 33.20%

東忍町 379 35.60%

西忍町 563 32.50% 

２０２５年 人口 高齢化率

上野南部 3,278 38.60%

茅町 229 32.80%

池町 152 50.70%

恵美須町 145 52.40%

桑町 891 40.50%

東日南町 86 30.20%

西日南町 146 31.50%

愛宕町 385 40.80%

鉄砲町 276 20.70%

万町 228 43.40%

東忍町 317 37.20%

西忍町 423 41.10% 



伊賀市の人口と将来推計

2050年

６万人
▼

2030年

8万人
▼

2040年

7万人
▼
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伊賀市の年齢別人口

第7次伊賀市高齢者福祉計画・第9期伊賀市介護保険事業計画（2024.3策定）

39.2％
34.2％

約2.5人に１人
が高齢者

約３人に１人が
高齢者

2040年、日本人の

約3人に1人が65歳以上

になるといわれている

６

https://www.city.iga.lg.jp/cmsfiles/contents/0000009/9085/keikaku.pdf


出典：伊賀市社会福祉協議会ホームページ ７



あなたの生活の中で
起こっている身近なテーマで話し合って

みませんか？
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・町内会・自治会の加入率の低下全国平均で自治会等への加入率は、2010年度の

74.2%から2020年度には67.0%と10年で約7.2ポイント減少し、都市部では

さらに深刻です（例：特別区では64.4% → 57.9%）

・ボランティア活動への参加率の低下2021年の全国ボランティア活動参加率は

17.8%。特に若年層（20歳代）は11.2%と参加が低調です

・NPO法人における人材・後継者不足内閣府の調査では、NPO法人の約66.9%が

「人材の確保や教育」、44.8%が「後継者の不足」を課題に挙げています

●地域活動運営   

※行政情報ポータルより
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・地域コミュニティ活動の担い手と高齢化の実態総務省「地域コミュニティ活動実態

調査」（令和4年度）によると、町内会・自治会の役員の平均年齢は66.7歳（10年

前は62.3歳）。役員不足を「深刻」とする自治体は全国で68.3%、特別区では

76.2%に上ります。また、新規加入率は全国平均で47.8%、特別区では32.7%

にとどまります

・地域活動への参加障壁・情報不足の実態内閣府調査では、不参加の理由として

「活動の情報がない」が40.8%、「参加する時間がない」が45.3%。また、市区町

村の86.1%が「担い手不足」、82.8%が「高齢化」を課題に挙げています

●地域活動運営   

※行政情報ポータルより



災害
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わたしたちが

今できること

2040年に向けてできることは

何でしょう？
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① 【強み】わたしたちのまちのよいところ
② 【弱み】わたしたちのまちで困っていることや課題
③ 【理想】15年後、こんな街であったらいいな
④ 【解決方法】それに向けてわたしたちができること
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●昔ながらの隣近所のお付き 合いの延長で、サービスを使うほど
でもないが、日常生活を送るうえで、困難な部分を支えあう活動２１

氷見市におけるケアネット活動

①地域住民が主体となって
 支援しているパターン



様々な専門職の支援や 公的サービスだけでは 補えない生活課題を、 
地域住民の支援と融合 させた支援を展開 ２２

氷見市におけるケアネット活動

②専門職と住民が協働して
 支援しているパターン



●地区社協の協力のもと、

「命のバトン」
（＝緊急医療情報キット
「わたしの安心シート」）を、
４枚複写で、地域や社協で
情報共有して備えていた

 ①本人控え
 ②地区社協
 ③自治会・区
④社協）

支援者情
報

支援者情
報

事業所
情報
事業所
情報

支援の
必要性
支援の
必要性
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災害時に発生する さまざまな課題

氷見市が災害に備えて、平時に取り組んでいたこと



●地区社協の協力のもと、

福祉と防災を併せた

マップを作成していた。
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氷見市が災害に備えて、平時に取り組んでいたこと
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災害時に発生する さまざまな課題

見守りや
生活支援

(ケアネットのしくみ)

見守りや
生活支援

(ケアネットのしくみ)

「わたしの安心
シート」活用

「わたしの安心
シート」活用

ハザードマップの確認
見守り・支え合いマッ

プづくり

ハザードマップの確認
見守り・支え合いマッ

プづくり
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災害に備えて、平時に取り組めることの例

個別避難計画
の作成

個別避難計画
の作成

要支援者参加型
避難訓練

要支援者参加型
避難訓練

避難所運営
マニュアルづくり

避難所運営
マニュアルづくり



「あなたの声が、
あなたのまちと伊賀の未来をつくる！」

２６

地域福祉
ネットワーク
会議

地域まち
づくり計画

第5次伊賀市
地域福祉計画

第5次伊賀市
  地域福祉
活動計画

あなたのまちをよくするために！

伊賀市を良くするために！
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